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【平成 25 年度・前期学期・マクロ経済学 I・課題 2】

★ 締め切り：平成 25年 5 月 28日(火)講義開始時

【問1】投資と資本ストックの関係について、以下の設問に答えなさい。

(1) 投資の2重効果とはどのような意味か、説明しなさい。

(2) ある年のすべての民間企業が抱える資本ストックがその年の1月1日に1169兆円で、

この年の間に行われた投資支出（国内固定資本形成）が70兆円であった。今、資本減耗率、

δ＝0.05であった場合、次の年の民間企業による資本ストックはどのような額になるか計

算しなさい。

【問 2】いま、次の4カ国の2001年度の一人当たり所得（GNI）とGDPの成長率（1960年～

1990年）のデータが与えられている。もし、これらの国々が1960年～1990年と同じ成長率

で成長した場合、

(ア) 2001年の一人当たり所得が2倍になるのに何年かかるか計算しなさい。

(イ) 【応用】ここで示された2つのデータ系列について、縦軸に一人当たりGDPの平均

増加率、横軸に一人当たりＧＤＰをとってグラフにしなさい。より貧しい国と豊

かな国の格差は縮まるか？格差が無くなるとしたら、1世代を30年と考えると何世

代必要か？

国名
2010 年の

１人当たりのＧＤＰ（米ドル）

1990 年～2000年の

１人当たりのＧＤＰの

年間平均増加率（％）

ノルウェー 85380 2.1％

ブラジル 9390 1.5%

韓国 19890 4.2%

アメリカ 47140 1.8%

【問3】労働投入に関する次の用語を説明しなさい。

(1) 労働力人口 (2) 完全失業者 (3) 循環的失業・摩擦的・構造的失業

【問4】ある経済が閉鎖経済で、民間部門によってのみ構成されているとする。また、

次のよう、この経済の財の市場を表す式が与えられている。これらについて後

の問に答えなさい。

消費関数：C＝20+0.6Y

独立投資：I＝40

但し、C は消費支出、I は投資支出、Y は国民所得であるとする。

（講義では総所得をQ としてあらわしています。）

(ア) 基礎消費はいくらになるか、また限界消費性向（MPC）はいくつであるか特定し

なさい。

(イ) この経済の総需要を表わしなさい。

(ウ) この経済の均衡条件を数式であらわし、均衡国民所得を求めなさい。


